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六君子湯 の発癌抑制効果

日本大学薬学部生薬学研究室

○安川　憲 ． 劉　素延 ， 滝戸道夫

1目的】癌の 予防を考えるとき， 前癌時の投薬は重要で ある ， 我々 は ， 生薬及び食用植物

につ い て ， 発癌 におけるプ ロ モ ーシ ョ ン過程 に対す る抑制効果に つ い て研究 し報告 して い

る
1’2）

．今回 ， 六君子湯 を経口投与するこ とに より， 発癌プ ロ モ ー
シ ョ ン過程に おける抑

制効果を検討した の で報告する ． 発癌過程 に お い て低下す る免疫応答 に つ い て も， 局所の

遅延型過敏症反応に より追跡した．

匚方法】7週齢の ICR 系雌性マ ウスの背部皮膚を ， 50　pgの 7 ，12−dimethylbenz［aコanthr

acene （DMBA ）でイ ニ シ エ
ー トし， その 1週後よ り週2 回12−O−tetradecanoylphorbol

−・13−・acetate （TPA ）を 1　”g20週間塗布す る こ と に よ り発癌二 段階実験 を行 っ た，六君

子湯は ， 飲料水 に400〜800 囗g！dayとな るように 溶かしDMBA 塗布 の 1 日後か ら自由摂

取 した，免疫応答は ， 発癌局所 にO．5X　diロitrofluorobenzene（DNFB ）を50 μ塗布 し

1次感作し ， その 4 日後右後肢足蹠にO．5X　DNFB を50　pl塗布す るこ とに より2次感作

した．24時間後，後肢足蹶の浮腫 を測定 し， 判定した．

【結果 ・考察］対照群は，4週 目に 囮瘍が出来姶め11週には全て の マ ウ ス に発現したの に

対し ． 六君子湯経囗投与群 は ， 7週 目に 腫篶が 出来始め 14週 目で全て の マ ウ ス に発現 した．

20週におけ る 1匹 当た りの 平均腫瘍数は ， 対照群が 9．6個出来 たの に対し。 六君子湯投与

群で は 5．6個と42 ％の 抑制効果が見 られ た．こ の 様に ，六君子湯経 ロ投与 に よ り，発癌に

遅延が認め られ た．

　発癌過程に おける宿主 の 免疫応答は 。 DNFB に よる遅延型過敏反応に よ り観寮した，

無処理群 100％に対 し。 発癌対照群 が50％ と低下 し， 六君子湯経 口投与発癌群では 60〜70％

とや や回復傾向を示 した．また ， DMBA で イニ シ エ ー トしたマ ウス に
，
　 TPA を 1回塗

布した マ ウ ス の 免疫応答は ， 24， 48時間後に低下 しそ の 後徐々 に 回復した の に 対し ， 六君

子投与群は ，
こ の 24， 48時間後 の免疫応答の 低下を回復させ る こ とが判明した． こ れ らの

事か ら 。 六 君子湯経口投与に よる発癌抑制効果は ， 免疫系が関与 して い る事が示唆 され た，
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